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２文科高第９９４号 

令 和 ３ 年 ２ 月 ３ 日 

 

文部科学大臣所轄各学校法人理事長 

各 都 道 府 県 知 事 

 

文部科学省高等教育局私学部長  

 

「会社法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関す

る法律」及び「私立学校法施行規則の一部を改正する省令」の施行につ

いて（通知） 

 

 令和元年 12 月 11 日に公布された，会社法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

法律の整備等に関する法律（令和元年法律第 71 号。以下「整備法」という。）により，

私立学校法（昭和 24 年法律第 270 号）が改正されるとともに，私立学校法施行規則

の一部を改正する省令（令和３年文部科学省令第４号）が令和３年２月３日に公布さ

れ，いずれも令和３年３月１日から施行することとなりました。 

 これらの改正の概要及び留意事項等は下記のとおりであるので，十分に御了知くだ

さい。また，各都道府県知事におかれては，この旨を所轄の法人に対して御周知くだ

さるようお願いします。なお，第３の４の内容については，国税庁と協議済みである

ことを念のため申し添えます。 

 

記 

 

第１ 整備法による私立学校法の一部改正 

１ 改正の趣旨 

 今般の改正は，学校法人の役員の職務執行の過度な萎縮を防ぐ観点から，役員が

その職務執行に関し負う損害賠償責任に関する費用等を学校法人が役員に対して補

償する契約や，当該費用等を填補する責任保険契約で学校法人が保険者との間で役

員を被保険者として締結するものに係る法的位置付けと手続上の規律を定めたもの

であること。 

 

２ 改正の概要 

 整備法による改正後の私立学校法（以下「新法」という。）第 44 条の５において, 

新たに一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成 18 年法律第 48 号。以下

「一般法人法」という。）第 118 条の２及び第 118 条の３を準用することとしたこ

と。その内容の概要は，次のとおりである。 

なお，新法第 44 条の５の新設に伴い，改正前の私立学校法における一般法人法

殿 
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の規定の準用について，第 44 条の２第４項を削除して第 44 条の５に規定し直して

いるところ，規定内容に変更はないこと。 

 

（１）補償契約（新法第 44 条の５で準用する一般法人法第 118 条の２関係） 

① 学校法人が役員に対し，その職務執行に関する責任の追及等への対処費用又

は賠償・和解により生ずる損失（以下「賠償損失」という。）を補償することを

約する契約（以下「補償契約」という。）の内容の決定をするには，理事会の決

議によらなければならないこと。（第１項関係） 

② 責任の追及等への対処費用のうち通常要する費用の額を超える部分，賠償損

失のうち役員の任務懈怠による責任に係る部分又は悪意若しくは重過失があ

る場合の賠償損失の全部については，補償契約によっても補償することができ

ないこと。（第２項関係） 

③ 役員が自己若しくは第三者の不正な利益を図り，又は学校法人に損害を加え

る目的で職務執行したときは，学校法人は当該役員に対し，補償後も返還を請

求することができること。（第３項関係） 

④ 補償契約に基づき補償を実行した理事及び補償を受けた理事は，遅滞なく当

該補償についての重要な事実を理事会に報告しなければならないこと。（第４

項関係） 

⑤ 補償契約については，利益相反取引に通常適用される関係規定（私立学校法

第 40 条の５で準用する一般法人法第 84 条第１項及び第 92 条第２項，同法第

44 条の２第３項，同法第 44 条の５で準用する一般法人法第 116 条第１項並び

に民法（明治 29 年法律第 89 号）第 108 条）を適用しないこと。（第５項・第

６項関係） 

 

（２）役員賠償責任保険契約（新法第 44 条の５で準用する一般法人法第 118 条の

３関係） 

① 学校法人が，保険者との間で締結する保険契約のうち，役員がその職務執行

に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって

生ずる損害を保険者が填補することを約するものであって，役員を被保険者と

するもの（第２に該当するものを除く。以下「役員賠償責任保険契約」という。）

の内容の決定をするには，理事会の決議によらなければならないこと。（第１

項関係） 

② 役員賠償責任保険契約については，利益相反取引に通常適用される関係規定

（私立学校法第 40 条の５で準用する一般法人法第 84 条第１項及び第 92 条第

２項，同法第 44 条の２第３項（役員賠償責任保険契約のうち理事を被保険者

とするものに限る。）並びに民法（明治 29 年法律第 89 号）第 108 条）を適用

しないこと。（第２項・第３項関係） 
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（３）経過措置（整備法第 66 条関係） 

（１）又は（２）の規律は，新法の施行前に締結された契約については適用しな

いこと。 

 

第２ 私立学校法施行規則の一部改正 

１ 改正の趣旨 

今般の改正は，第１（２）の規律の受ける役員賠償責任保険契約から，契約締結

により被保険者たる役員の職務執行の適正性が著しく損なわれるおそれがないも

のとして除外される保険契約の範囲について定めるものであること。 

 

２ 改正の概要 

以下の保険契約については，役員賠償責任保険契約から除外されること。（第３

条の５関係） 

① 被保険者に保険者との間で保険契約を締結する学校法人を含む保険契約で

あって，当該学校法人がその業務に関連し第三者に生じた損害を賠償する責任

を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって当該学校法

人に生ずることのある損害を保険者が塡補することを主たる目的として締結

されるもの。（第１項関係） 

② 役員が第三者に生じた損害を賠償する責任を負うこと又は当該責任の追及

に係る請求を受けることによって当該役員に生ずることのある損害（役員がそ

の職務上の義務に違反し若しくは職務を怠ったことによって第三者に生じた

損害を賠償する責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けること

によって当該役員に生ずることのある損害を除く。）を保険者が塡補すること

を目的として締結されるもの。（第２項関係） 

 

第３ 留意事項 

１ 役員の責任の明確化及び事業報告書の取扱い 

役員の責任の明確化に当たっては，役員の職務執行の委縮を防ぐとともに，寄附

行為の定め，理事会における決定や報告，情報開示等を通じ，役員と学校法人の利

益相反や役員の任務懈怠の懸念が生じないようにすること。 

情報開示については，役員と補償契約又は役員賠償責任保険契約を締結している

場合や，非業務執行理事等と責任限定契約（私立学校法第 44 条の２で準用する一

般法人法第 115 条）を締結している場合には，これらの契約に関する事項を事業報

告書に記載するものとすること。具体的には，対象役員の氏名，契約の内容の概要，

契約によって職務執行の適正性が損なわれないようにするための措置，補償契約に

あっては実行された補償の内容等が考えられること。また，当該内容については，

事業の実績の一環として評議員会に適切に報告すること（私立学校法第 46 条）。 

なお，事業報告書の様式については，「学校教育法等の一部を改正する法律の施
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行に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令等の施行について」（令和元年

９月 27 日付け元文科高第 518 号）別添５において示した参考例を別添５のとおり

改正したので，各学校法人におかれては参考とされたいこと（１．(7)関係）。 

 

２ 補償契約又は役員賠償責任保険契約の内容の決定 

補償契約又は役員賠償責任保険契約に関し，理事会の決議によらなければならな

いのは，これらの契約の内容の決定であるが，新たに契約を締結する場合はもとよ

り，契約の変更や更新についても，契約期間，対象者・被保険者，補償・填補に係

る事由・限度額，補償・填補に係る費用等の範囲等（役員賠償責任保険契約にあっ

ては，保険会社，保険料，保険会社の免責事由等を含む。）の主たる契約内容の変更

を伴う場合が含まれること。また，当該決定を理事会から特定の理事や常任理事会

等に委ねることは想定されないこと。 

 

３ 補償契約に基づく補償に係る報告についての理事会議事録の取扱い 

第１の２（１）④の補償契約に基づく補償に係る報告がなされた理事会において，

当該補償について述べられた意見又は発言の概要については，当該理事会の議事録

の内容に含めて記載するものとすること。 

 

４ 役員賠償責任保険契約の保険料に係る税務上の取扱い 

役員賠償責任保険契約について，第１の２（２）の規律に適切に従って，学校法

人が役員賠償責任保険契約の保険料を負担した場合には，当該保険料の負担は私立

学校法上適法な負担と考えられることから，被保険者である役員個人に対する経済

的利益の供与はなく，当該役員個人に対する給与課税を行う必要はないこと。 
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添付資料 

【別添１】会社法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

条文・理由（抄） 

【別添２】会社法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律 

新旧対照表（私立学校法関係） 

【別添３】私立学校法で読み替えて準用する一般社団法人及び一般財団法人に関する

法律 新旧対照表 

【別添４】私立学校法施行規則の一部を改正する省令 条文（新旧対照表を含む。） 

【別添５】事業報告書 参考例 

【参  考】会社法改正に伴う私立学校法・私立学校法施行規則の改正（概要） 

 

 

 本件担当 

文部科学省高等教育局私学部私学行政課法規係 

電話：03-5235-4111（内線 2533） 

メールアドレス：sigakugy@mext.go.jp 
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（
理
事
会
設
置
一
般
社
団

理
事
会

法
人
に
あ
っ
て
は
、
理
事
会
）

第
百
十
八
条
の
三
第
二
項

第
八
十
四
条
第
一
項
、

私
立
学
校
法
第
四
十
条
の
五
に
お
い
て

準
用
す
る
第
八
十
四
条
第
一
項
及
び

及
び
第
百
十
一
条
第
三
項

の
規
定
並
び
に
同
法
第
四
十
四
条
の
二

第
三
項

第
百
十
八
条
の
三
第
三
項
た
だ
し

役
員
等
賠
償
責
任
保
険
契
約

役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約

書

（
私
立
学
校
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
十
六
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
私
立
学
校
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
私
立
学
校
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
四
条
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の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
新
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
第
百
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
締
結
さ
れ
た

補
償
契
約
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
補
償
契
約
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
学
校
法
人
と
保
険
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
保
険
契
約
の
う
ち
役
員
が
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し

責
任
を
負
う
こ
と
又
は
当
該
責
任
の
追
及
に
係
る
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
損
害
を
保
険
者
が
塡

補
す
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
役
員
を
被
保
険
者
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
新
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
第
百
十
八
条
の
三
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
会
社
法
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
～
三

略
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理

由

会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
商
業
登
記
法
そ
の
他
の
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。



 

1 

会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
新
旧
対
照
条
文
【
令
和
三
年
三
月
一
日
施
行
予
定
】 

○ 
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 

行 

 

目
次 第

一
章
・
第
二
章 

（
略
） 

 

第
三
章 

（
略
） 

第
一
節
・
第
二
節 

（
略
） 

 
 

第
三
節 

（
略
） 

第
一
款
・
第
二
款 

（
略
） 

第
三
款 

役
員
の
損
害
賠
償
責
任
等
（
第
四
十
四
条
の
二
―
第
四
十

四
条
の
五
） 

第
四
款
・
第
五
款 

（
略
） 

第
四
節
・
第
五
節 

（
略
） 

 

第
四
章
・
第
五
章 

（
略
） 

附
則 

 

 

目
次 第

一
章
・
第
二
章 

（
同
上
） 

 

第
三
章 

（
同
上
） 

第
一
節
・
第
二
節 

（
同
上
） 

第
三
節 

（
同
上
） 

第
一
款
・
第
二
款 

（
同
上
） 

第
三
款 

役
員
の
損
害
賠
償
責
任
（
第
四
十
四
条
の
二
―
第
四
十
四

条
の
四
） 

第
四
款
・
第
五
款 

（
同
上
） 

第
四
節
・
第
五
節 

（
同
上
） 

第
四
章
・
第
五
章 

（
同
上
） 

附
則 

 

（
評
議
員
会
） 

第
四
十
一
条 

（
略
） 

２
～
８ 

（
略
） 

 

（
評
議
員
会
） 

第
四
十
一
条 

（
同
上
） 

２
～
８ 
（
同
上
） 

 

テキスト ボックス
別添２




 

2 

９ 

第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
十
四
条
の
五
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
評
議
員

会
の
決
議
は
、
そ
の
議
事
の
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
評
議
員
の
三

分
の
二
以
上
に
当
た
る
多
数
を
も
つ
て
決
す
る
。 

10 

（
略
） 

 

９ 

第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の

評
議
員
会
の
決
議
は
、
そ
の
議
事
の
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
評
議

員
の
三
分
の
二
以
上
に
当
た
る
多
数
を
も
つ
て
決
す
る
。 

10 

（
同
上
） 

 

第
三
款 

役
員
の
損
害
賠
償
責
任
等 

第
三
款 

役
員
の
損
害
賠
償
責
任 

  

（
役
員
の
学
校
法
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
） 

第
四
十
四
条
の
二 

（
略
） 

  

（
役
員
の
学
校
法
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
） 

第
四
十
四
条
の
二 

（
同
上
） 

２
・
３ 

（
略
） 

 

２
・
３ 

（
同
上
） 

（
削
る
） 

４ 

一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
第
百
十
二
条
か
ら
第
百
十
六
条
ま
で
の
規
定

は
、
第
一
項
の
責
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
「
総
社
員
」
と
あ
る
の
は
「
総
評
議
員
」
と
、
「
役
員
等
」

と
あ
る
の
は
「
役
員
」
と
、
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」

と
、
「
法
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
」
と
、
「
代
表
理
事

」
と
あ
る
の
は
「
理
事
長
」
と
、
「
使
用
人
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
」
と

、
「
監
事
又
は
会
計
監
査
人
」
と
あ
る
の
は
「
監
事
」
と
、
「
定
款
」
と

あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 
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第
百
十
三

条
第
一
項

第
二
号 

理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て

一
般
社
団
法
人
の
業
務
を

執
行
す
る 

寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
理
事
長
を
補
佐

し
て
学
校
法
人
の
業
務
を

掌
理
す
る 

第
百
十
四

条
第
一
項 

理
事
（
当
該
責
任
を
負
う

理
事
を
除
く
。
）
の
過
半

数
の
同
意
（
理
事
会
設
置

一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て

は
、
理
事
会
の
決
議
） 

理
事
会
の
決
議 

第
百
十
四 

、
同
項 

及
び
同
項 

条
第
二
項 

限
る
。
）
に
つ
い
て
の
理

事
の
同
意
を
得
る
場
合
及

び
当
該
責
任
の
免
除 

限
る
。
） 

第
百
十
四

条
第
三
項 

同
意
（
理
事
会
設
置
一
般

社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
、

理
事
会
の
決
議
） 

理
事
会
の
決
議 

社
員 

評
議
員 

第
百
十
四

条
第
四
項 

議
決
権
を
有
す
る
社
員 

評
議
員 

第
百
十
五

条
第
一
項 
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て

一
般
社
団
法
人
の
業
務
を

寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
理
事
長
を
補
佐



 

4 

執
行
す
る 

し
て
学
校
法
人
の
業
務
を

掌
理
す
る 

 

限
る
。
）
、 

限
る
。
）
又
は 

第
百
十
五

条
第
四
項 

第
百
十
一
条
第
一
項 

私
立
学
校
法
第
四
十
四
条

の
二
第
一
項 

第
百
十
六

条
第
一
項 

第
八
十
四
条
第
一
項
第
二

号 

私
立
学
校
法
第
四
十
条
の

五
に
お
い
て
準
用
す
る
第

八
十
四
条
第
一
項
第
二
号 

 

  

（
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
の
規
定
の
準
用
） 

第
四
十
四
条
の
五 

一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
第
百
十
二
条
か
ら
第
百
十
六

条
ま
で
の
規
定
は
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
責
任
に
つ
い
て
、
一
般
社

団
・
財
団
法
人
法
第
二
章
第
三
節
第
九
款
の
規
定
は
学
校
法
人
に
つ
い
て

、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
総

社
員
」
と
あ
る
の
は
「
総
評
議
員
」
と
、
「
役
員
等
の
」
と
あ
る
の
は
「

役
員
の
」
と
、
「
役
員
等
が
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
が
」
と
、
「
法
務
省

令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
」
と
、
「
代
表
理
事
」
と
あ
る
の
は

「
理
事
長
」
と
、
「
使
用
人
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
」
と
、
「
監
事
又
は

会
計
監
査
人
」
と
あ
る
の
は
「
監
事
」
と
、
「
役
員
等
に
」
と
あ
る
の
は

「
役
員
に
」
と
、
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
読
み
替
え
る

ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
の
規
定
中
同

  

（
新
設
） 
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表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
百
十
三

条 
社
員
総
会 

評
議
員
会 

第
百
十
三

条
第
一
項

第
二
号
ロ

⑴ 

理
事
会
の
決
議
に
よ
っ

て
一
般
社
団
法
人
の
業

務
を
執
行
す
る 

寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
理
事
長
を
補
佐
し
て

学
校
法
人
の
業
務
を
掌
理
す

る 

第
百
十
四

条
第
一
項 

理
事
（
当
該
責
任
を
負

う
理
事
を
除
く
。
）
の

過
半
数
の
同
意
（
理
事 

会
設
置
一
般
社
団
法
人

に
あ
っ
て
は
、
理
事
会

の
決
議
） 

理
事
会
の
決
議 

第
百
十
四

条
第
二
項 

社
員
総
会 

評
議
員
会 

、
同
項 

及
び
同
項 

限
る
。
）
に
つ
い
て
の

理
事
の
同
意
を
得
る
場

合
及
び
当
該
責
任
の
免

除 

限
る
。
） 

第
百
十
四

同
意
（
理
事
会
設
置
一

理
事
会
の
決
議 
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条
第
三
項 

般
社
団
法
人
に
あ
っ
て

は
、
理
事
会
の
決
議
） 

社
員 

評
議
員 

第
百
十
四

条
第
四
項 
役
員
等 

役
員 

議
決
権
を
有
す
る
社
員 

評
議
員 

第
百
十
五

条
第
一
項 

理
事
会
の
決
議
に
よ
っ

て
一
般
社
団
法
人
の
業

務
を
執
行
す
る 

寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
理
事
長
を
補
佐
し
て

学
校
法
人
の
業
務
を
掌
理
す

る 

 

限
る
。
）
、 
限
る
。
）
又
は 

第
百
十
五

条
第
三
項

及
び
第
四

項 

社
員
総
会 
評
議
員
会 

第
百
十
五

第
四
項
第

三
号 

第
百
十
一
条
第
一
項 

私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の

二
第
一
項 

第
百
十
六

条
第
一
項 

第
八
十
四
条
第
一
項
第

二
号 

私
立
学
校
法
第
四
十
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十

四
条
第
一
項
第
二
号 

第
百
十
八

社
員
総
会
（
理
事
会
設

理
事
会 



 

7 

条
の
二
第

一
項 

置
一
般
社
団
法
人
に
あ

っ
て
は
、
理
事
会
） 

第
百
十
八

条
の
二
第

二
項
第
二

号 

第
百
十
一
条
第
一
項 

私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の

二
第
一
項 

第
百
十
八

条
の
二
第

五
項 

第
八
十
四
条
第
一
項
、 

私
立
学
校
法
第
四
十
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十

四
条
第
一
項
及
び 

 

、
第
百
十
一
条
第
三
項

及
び 
の
規
定
、
同
法
第
四
十
四
条

の
二
第
三
項
の
規
定
並
び
に

同
法
第
四
十
四
条
の
五
に
お

い
て
準
用
す
る 

第
百
十
八

条
の
三
第

一
項 

役
員
等
を 

役
員
を 

役
員
等
賠
償
責
任
保
険

契
約 

役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約 

社
員
総
会
（
理
事
会
設

置
一
般
社
団
法
人
に
あ

っ
て
は
、
理
事
会
） 

理
事
会 

第
百
十
八

条
の
三
第

第
八
十
四
条
第
一
項
、 

私
立
学
校
法
第
四
十
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十



 

8 

二
項 

四
条
第
一
項
及
び 

 

及
び
第
百
十
一
条
第
三

項 

の
規
定
並
び
に
同
法
第
四
十

四
条
の
二
第
三
項 

第
百
十
八

条
の
三
第

三
項
た
だ

し
書 

役
員
等
賠
償
責
任
保
険

契
約 

役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約 

  
 

 



○ 

私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
五
に
よ
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
読
替
え 

（
点
線
部
分
は
準
用
に
よ
る
当
然
読
替
え
部
分
、
枠
囲
い
は
共
通
読
替
え
部
分
、
傍
線
部
分
は
個
別
読
替
え
部
分
） 

読 

替 

後 

読 

替 

前 
 

（
学
校
法
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
免
除
） 

第
百
十
二
条 
私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
責
任
は
、
総
評
議

員
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
一
般
社
団
法
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
免
除
） 

第
百
十
二
条 

前
条
第
一
項
の
責
任
は
、
総
社
員
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
責
任
の
一
部
免
除
） 

第
百
十
三
条 

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
役
員
の
私
立
学
校
法
第
四
十

四
条
の
二
第
一
項
の
責
任
は
、
当
該
役
員
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で

か
つ
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に

掲
げ
る
額
（
第
百
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
最
低
責
任
限
度
額
」
と
い

う
。
）
を
控
除
し
て
得
た
額
を
限
度
と
し
て
、
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
っ

て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

賠
償
の
責
任
を
負
う
額 

二 

当
該
役
員
が
そ
の
在
職
中
に
学
校
法
人
か
ら
職
務
執
行
の
対
価
と
し

て
受
け
、
又
は
受
け
る
べ
き
財
産
上
の
利
益
の
一
年
間
当
た
り
の
額
に

相
当
す
る
額
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ

る
額
に
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
役
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額 

イ 

理
事
長 

六 

 

（
責
任
の
一
部
免
除
） 

第
百
十
三
条 

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
役
員
等
の
第
百
十
一
条
第
一

項
の
責
任
は
、
当
該
役
員
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で
か
つ
重
大
な

過
失
が
な
い
と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（

第
百
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
最
低
責
任
限
度
額
」
と
い
う
。
）
を
控

除
し
て
得
た
額
を
限
度
と
し
て
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

一 

賠
償
の
責
任
を
負
う
額 

二 

当
該
役
員
等
が
そ
の
在
職
中
に
一
般
社
団
法
人
か
ら
職
務
執
行
の
対

価
と
し
て
受
け
、
又
は
受
け
る
べ
き
財
産
上
の
利
益
の
一
年
間
当
た
り

の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ

れ
る
額
に
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
役
員
等
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額 

イ 
代
表
理
事 

六 

テキスト ボックス
別添３
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ロ 

理
事
長
以
外
の
理
事
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

四 

(1) 

寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
理
事
長
を
補
佐
し
て
学
校

法
人
の
業
務
を
掌
理
す
る
理
事
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の 

(2) 
当
該
学
校
法
人
の
業
務
を
執
行
し
た
理
事
（
(1)
に
掲
げ
る
理
事

を
除
く
。
） 

(3) 

当
該
学
校
法
人
の
職
員 

ハ 

理
事
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
監
事 

二 

ロ 

代
表
理
事
以
外
の
理
事
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

四 

(1) 

理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
一
般
社
団
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る

理
事
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の 

(2) 

当
該
一
般
社
団
法
人
の
業
務
を
執
行
し
た
理
事
（
(1)
に
掲
げ
る

理
事
を
除
く
。
） 

(3) 

当
該
一
般
社
団
法
人
の
使
用
人 

ハ 

理
事
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
監
事
又
は
会
計

監
査
人 

二 

２ 

前
項
の
場
合
に
は
、
理
事
は
、
同
項
の
評
議
員
会
に
お
い
て
次
に
掲
げ

る
事
項
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

責
任
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
及
び
賠
償
の
責
任
を
負
う
額 

二 

前
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
の
限
度
及
び
そ
の

算
定
の
根
拠 

三 

責
任
を
免
除
す
べ
き
理
由
及
び
免
除
額 

３ 

学
校
法
人
に
お
い
て
は
、
理
事
は
、
私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
責
任
の
免
除
（
理
事
の
責
任
の
免
除
に
限
る
。
）
に
関
す
る
議
案

を
評
議
員
会
に
提
出
す
る
に
は
、
監
事
（
監
事
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
各
監
事
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
一
項
の
決
議
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
学
校
法
人
が
当
該
決
議
後

に
同
項
の
役
員
に
対
し
退
職
慰
労
金
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

財
産
上
の
利
益
を
与
え
る
と
き
は
、
評
議
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
は
、
理
事
は
、
同
項
の
社
員
総
会
に
お
い
て
次
に
掲
げ

る
事
項
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

責
任
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
及
び
賠
償
の
責
任
を
負
う
額 

二 

前
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
の
限
度
及
び
そ
の

算
定
の
根
拠 

三 

責
任
を
免
除
す
べ
き
理
由
及
び
免
除
額 

３ 

監
事
設
置
一
般
社
団
法
人
に
お
い
て
は
、
理
事
は
、
第
百
十
一
条
第
一

項
の
責
任
の
免
除
（
理
事
の
責
任
の
免
除
に
限
る
。
）
に
関
す
る
議
案
を

社
員
総
会
に
提
出
す
る
に
は
、
監
事
（
監
事
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
各
監
事
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
第
一
項
の
決
議
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
が
当
該
決

議
後
に
同
項
の
役
員
等
に
対
し
退
職
慰
労
金
そ
の
他
の
法
務
省
令
で
定
め

る
財
産
上
の
利
益
を
与
え
る
と
き
は
、
社
員
総
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 
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（
理
事
等
に
よ
る
免
除
に
関
す
る
定
款
の
定
め
） 

第
百
十
四
条 

第
百
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
法
人
（
理
事
が

二
人
以
上
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
責
任
に
つ
い
て
、
役
員
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で
か
つ
重
大

な
過
失
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
責
任
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
の
内
容
、

当
該
役
員
の
職
務
の
執
行
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
特
に
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
額
を
限
度
と
し
て
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

旨
を
寄
附
行
為
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
理
事
等
に
よ
る
免
除
に
関
す
る
定
款
の
定
め
） 

第
百
十
四
条 

第
百
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
監
事
設
置
一
般
社
団

法
人
（
理
事
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
第
百
十
一
条
第
一

項
の
責
任
に
つ
い
て
、
役
員
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で
か
つ
重
大

な
過
失
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
責
任
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
の
内
容
、

当
該
役
員
等
の
職
務
の
執
行
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
特
に
必

要
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
額
を
限
度
と
し
て
理
事
（
当
該
責
任
を
負
う
理
事
を
除
く
。
）
の
過

半
数
の
同
意
（
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
、
理
事
会
の
決

議
）
に
よ
っ
て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。 

２ 

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
寄
附
行
為
を
変
更
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る

寄
附
行
為
の
定
め
（
理
事
の
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め

に
限
る
。
）
を
設
け
る
議
案
を
評
議
員
会
に
提
出
す
る
場
合
及
び
同
項
の

規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
に
基
づ
く
責
任
の
免
除
（
理
事
の
責
任
の

免
除
に
限
る
。
）
に
関
す
る
議
案
を
理
事
会
に
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

２ 

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
定
款
を
変
更
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
定
款

の
定
め
（
理
事
の
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
に
限
る
。

）
を
設
け
る
議
案
を
社
員
総
会
に
提
出
す
る
場
合
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

定
款
の
定
め
に
基
づ
く
責
任
の
免
除
（
理
事
の
責
任
の
免
除
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
の
理
事
の
同
意
を
得
る
場
合
及
び
当
該
責
任
の
免
除
に
関
す
る

議
案
を
理
事
会
に
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
に
基
づ
い
て
役
員
の
責
任
を

免
除
す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
を
行
っ
た
と
き
は
、
理
事
は
、
遅
滞
な
く

、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
に
異
議

が
あ
る
場
合
に
は
一
定
の
期
間
内
に
当
該
異
議
を
述
べ
る
べ
き
旨
を
評
議

３ 
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
款
の
定
め
に
基
づ
い
て
役
員
等
の
責
任
を
免

除
す
る
旨
の
同
意
（
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
、
理
事
会

の
決
議
）
を
行
っ
た
と
き
は
、
理
事
は
、
遅
滞
な
く
、
前
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
及
び
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
に
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
一



  

3 

 
 

（
理
事
等
に
よ
る
免
除
に
関
す
る
定
款
の
定
め
） 

第
百
十
四
条 

第
百
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
法
人
（
理
事
が

二
人
以
上
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
責
任
に
つ
い
て
、
役
員
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で
か
つ
重
大

な
過
失
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
責
任
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
の
内
容
、

当
該
役
員
の
職
務
の
執
行
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
特
に
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
額
を
限
度
と
し
て
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

旨
を
寄
附
行
為
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
理
事
等
に
よ
る
免
除
に
関
す
る
定
款
の
定
め
） 

第
百
十
四
条 

第
百
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
監
事
設
置
一
般
社
団

法
人
（
理
事
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
第
百
十
一
条
第
一

項
の
責
任
に
つ
い
て
、
役
員
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で
か
つ
重
大

な
過
失
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
責
任
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
の
内
容
、

当
該
役
員
等
の
職
務
の
執
行
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
特
に
必

要
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
額
を
限
度
と
し
て
理
事
（
当
該
責
任
を
負
う
理
事
を
除
く
。
）
の
過

半
数
の
同
意
（
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
、
理
事
会
の
決

議
）
に
よ
っ
て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。 

２ 

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
寄
附
行
為
を
変
更
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る

寄
附
行
為
の
定
め
（
理
事
の
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め

に
限
る
。
）
を
設
け
る
議
案
を
評
議
員
会
に
提
出
す
る
場
合
及
び
同
項
の

規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
に
基
づ
く
責
任
の
免
除
（
理
事
の
責
任
の

免
除
に
限
る
。
）
に
関
す
る
議
案
を
理
事
会
に
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

２ 

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
定
款
を
変
更
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
定
款

の
定
め
（
理
事
の
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
に
限
る
。

）
を
設
け
る
議
案
を
社
員
総
会
に
提
出
す
る
場
合
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

定
款
の
定
め
に
基
づ
く
責
任
の
免
除
（
理
事
の
責
任
の
免
除
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
の
理
事
の
同
意
を
得
る
場
合
及
び
当
該
責
任
の
免
除
に
関
す
る

議
案
を
理
事
会
に
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
に
基
づ
い
て
役
員
の
責
任
を

免
除
す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
を
行
っ
た
と
き
は
、
理
事
は
、
遅
滞
な
く

、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
に
異
議

が
あ
る
場
合
に
は
一
定
の
期
間
内
に
当
該
異
議
を
述
べ
る
べ
き
旨
を
評
議

３ 
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
款
の
定
め
に
基
づ
い
て
役
員
等
の
責
任
を
免

除
す
る
旨
の
同
意
（
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
、
理
事
会

の
決
議
）
を
行
っ
た
と
き
は
、
理
事
は
、
遅
滞
な
く
、
前
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
及
び
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
に
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
一
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員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
は
、
一
箇
月
を

下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

定
の
期
間
内
に
当
該
異
議
を
述
べ
る
べ
き
旨
を
社
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
は
、
一
箇
月
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い

。 

４ 

総
評
議
員
（
前
項
の
責
任
を
負
う
役
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
議

決
権
の
十
分
の
一
（
こ
れ
を
下
回
る
割
合
を
寄
附
行
為
で
定
め
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
割
合
）
以
上
の
評
議
員
が
同
項
の
期
間
内
に
同
項
の
異

議
を
述
べ
た
と
き
は
、
学
校
法
人
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為

の
定
め
に
基
づ
く
免
除
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

４ 

総
社
員
（
前
項
の
責
任
を
負
う
役
員
等
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
議

決
権
の
十
分
の
一
（
こ
れ
を
下
回
る
割
合
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
割
合
）
以
上
の
議
決
権
を
有
す
る
社
員
が
同
項
の
期
間
内
に

同
項
の
異
議
を
述
べ
た
と
き
は
、
一
般
社
団
法
人
は
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
定
款
の
定
め
に
基
づ
く
免
除
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

５ 

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
に

基
づ
き
責
任
を
免
除
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
款
の
定
め
に
基
づ

き
責
任
を
免
除
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 

 

（
責
任
限
定
契
約
） 

（
責
任
限
定
契
約
） 

第
百
十
五
条 

第
百
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
法
人
は
、
理
事

（
業
務
執
行
理
事
（
理
事
長
、
理
事
長
以
外
の
理
事
で
あ
っ
て
寄
附
行
為

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
理
事
長
を
補
佐
し
て
学
校
法
人
の
業
務
を
掌
理

す
る
理
事
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の
及
び
当
該
学
校
法
人
の
業
務
を
執
行

し
た
そ
の
他
の
理
事
を
い
う
。
次
項
及
び
第
百
四
十
一
条
第
三
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
又
は
当
該
学
校
法
人
の
職
員
で
な
い
も
の
に
限
る
。
）
又
は

監
事
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
百
一
条
第
二
項
第
十
二
号
に
お
い
て
「
非

業
務
執
行
理
事
等
」
と
い
う
。
）
の
私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一

項
の
責
任
に
つ
い
て
、
当
該
非
業
務
執
行
理
事
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き

善
意
で
か
つ
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
寄
附
行
為
で
定
め
た
額
の
範

第
百
十
五
条 

第
百
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
社
団
法
人
は
、

理
事
（
業
務
執
行
理
事
（
代
表
理
事
、
代
表
理
事
以
外
の
理
事
で
あ
っ
て

理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
一
般
社
団
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る
理
事
と
し

て
選
定
さ
れ
た
も
の
及
び
当
該
一
般
社
団
法
人
の
業
務
を
執
行
し
た
そ
の

他
の
理
事
を
い
う
。
次
項
及
び
第
百
四
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
又
は
当
該
一
般
社
団
法
人
の
使
用
人
で
な
い
も
の
に
限
る
。
）
、
監
事

又
は
会
計
監
査
人
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
百
一
条
第
二
項
第
十
二
号
に

お
い
て
「
非
業
務
執
行
理
事
等
」
と
い
う
。
）
の
第
百
十
一
条
第
一
項
の

責
任
に
つ
い
て
、
当
該
非
業
務
執
行
理
事
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意

で
か
つ
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
定
款
で
定
め
た
額
の
範
囲
内
で
あ
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囲
内
で
あ
ら
か
じ
め
学
校
法
人
が
定
め
た
額
と
最
低
責
任
限
度
額
と
の
い

ず
れ
か
高
い
額
を
限
度
と
す
る
旨
の
契
約
を
非
業
務
執
行
理
事
等
と
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
寄
附
行
為
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ら
か
じ
め
一
般
社
団
法
人
が
定
め
た
額
と
最
低
責
任
限
度
額
と
の
い
ず
れ

か
高
い
額
を
限
度
と
す
る
旨
の
契
約
を
非
業
務
執
行
理
事
等
と
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
契
約
を
締
結
し
た
非
業
務
執
行
理
事
等
が
当
該
学
校
法
人
の
業

務
執
行
理
事
又
は
職
員
に
就
任
し
た
と
き
は
、
当
該
契
約
は
、
将
来
に
向

か
っ
て
そ
の
効
力
を
失
う
。 

２ 

前
項
の
契
約
を
締
結
し
た
非
業
務
執
行
理
事
等
が
当
該
一
般
社
団
法
人

の
業
務
執
行
理
事
又
は
使
用
人
に
就
任
し
た
と
き
は
、
当
該
契
約
は
、
将

来
に
向
か
っ
て
そ
の
効
力
を
失
う
。 

３ 

第
百
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
寄
附
行
為
を
変
更
し
て
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
（
同
項
に
規
定
す
る
理
事
と
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
に
限
る
。
）
を
設
け
る
議
案
を
評
議
員
会
に

提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

３ 

第
百
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
定
款
を
変
更
し
て
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
定
款
の
定
め
（
同
項
に
規
定
す
る
理
事
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
の
定
め
に
限
る
。
）
を
設
け
る
議
案
を
社
員
総
会
に
提
出
す
る

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
契
約
を
締
結
し
た
学
校
法
人
が
、
当
該
契
約
の
相
手
方
で
あ

る
非
業
務
執
行
理
事
等
が
任
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
こ

と
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
評
議
員
会
に
お
い
て

次
に
掲
げ
る
事
項
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
百
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項 

二 

当
該
契
約
の
内
容
及
び
当
該
契
約
を
締
結
し
た
理
由 

三 

私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
損
害
の
う
ち
、
当
該
非
業

務
執
行
理
事
等
が
賠
償
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
額 

４ 

第
一
項
の
契
約
を
締
結
し
た
一
般
社
団
法
人
が
、
当
該
契
約
の
相
手
方

で
あ
る
非
業
務
執
行
理
事
等
が
任
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
損
害
を
受
け

た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
社
員
総
会
に
お

い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
百
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項 

二 

当
該
契
約
の
内
容
及
び
当
該
契
約
を
締
結
し
た
理
由 

三 

第
百
十
一
条
第
一
項
の
損
害
の
う
ち
、
当
該
非
業
務
執
行
理
事
等
が

賠
償
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
額 

５ 

第
百
十
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
非
業
務
執
行
理
事
等
が
第
一
項
の
契

約
に
よ
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
損
害
を
賠

償
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 
第
百
十
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
非
業
務
執
行
理
事
等
が
第
一
項
の
契

約
に
よ
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
損
害
を
賠

償
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 
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（
理
事
が
自
己
の
た
め
に
し
た
取
引
に
関
す
る
特
則
） 

 

（
理
事
が
自
己
の
た
め
に
し
た
取
引
に
関
す
る
特
則
） 

第
百
十
六
条 

私
立
学
校
法
第
四
十
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
四

条
第
一
項
第
二
号
の
取
引
（
自
己
の
た
め
に
し
た
取
引
に
限
る
。
）
を
し

た
理
事
の
私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
責
任
は
、
任
務
を
怠

っ
た
こ
と
が
当
該
理
事
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
百
十
六
条 

第
八
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
取
引
（
自
己
の
た
め
に
し
た

取
引
に
限
る
。
）
を
し
た
理
事
の
第
百
十
一
条
第
一
項
の
責
任
は
、
任
務

を
怠
っ
た
こ
と
が
当
該
理
事
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

２ 

前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

２ 

前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 
 

（
補
償
契
約
） 

第
百
十
八
条
の
二 

学
校
法
人
が
、
役
員
に
対
し
て
次
に
掲
げ
る
費
用
等
の

全
部
又
は
一
部
を
当
該
学
校
法
人
が
補
償
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
補
償
契
約
」
と
い
う
。
）
の
内
容
の
決
定
を
す
る

に
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

一 

当
該
役
員
が
、
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
、
法
令
の
規
定
に
違
反
し

た
こ
と
が
疑
わ
れ
、
又
は
責
任
の
追
及
に
係
る
請
求
を
受
け
た
こ
と
に

対
処
す
る
た
め
に
支
出
す
る
費
用 

二 

当
該
役
員
が
、
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
、
第
三
者
に
生
じ
た
損
害

を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
損
失 

イ 

当
該
損
害
を
当
該
役
員
が
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失 

ロ 

当
該
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
和
解
が

成
立
し
た
と
き
は
、
当
該
役
員
が
当
該
和
解
に
基
づ
く
金
銭
を
支
払

（
補
償
契
約
） 

第
百
十
八
条
の
二 

一
般
社
団
法
人
が
、
役
員
等
に
対
し
て
次
に
掲
げ
る
費

用
等
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
一
般
社
団
法
人
が
補
償
す
る
こ
と
を
約
す

る
契
約
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
補
償
契
約
」
と
い
う
。
）
の
内
容
の

決
定
を
す
る
に
は
、
社
員
総
会
（
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て

は
、
理
事
会
）
の
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
役
員
等
が
、
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
、
法
令
の
規
定
に
違
反

し
た
こ
と
が
疑
わ
れ
、
又
は
責
任
の
追
及
に
係
る
請
求
を
受
け
た
こ
と

に
対
処
す
る
た
め
に
支
出
す
る
費
用 

二 

当
該
役
員
等
が
、
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
、
第
三
者
に
生
じ
た
損

害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
損
失 

イ 
当
該
損
害
を
当
該
役
員
等
が
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失 

ロ 
当
該
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
和
解
が

成
立
し
た
と
き
は
、
当
該
役
員
等
が
当
該
和
解
に
基
づ
く
金
銭
を
支
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う
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失 

払
う
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失 

２ 
学
校
法
人
は
、
補
償
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該

補
償
契
約
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
費
用
等
を
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。 

一 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
通
常
要
す
る
費
用
の
額
を
超
え

る
部
分 

二 

当
該
学
校
法
人
が
前
項
第
二
号
の
損
害
を
賠
償
す
る
と
す
れ
ば
当
該

役
員
が
当
該
学
校
法
人
に
対
し
て
私
立
学
校
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一

項
の
責
任
を
負
う
場
合
に
は
、
同
号
に
掲
げ
る
損
失
の
う
ち
当
該
責
任

に
係
る
部
分 

三 

役
員
が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
き
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
前
項
第
二
号
の
責
任
を
負
う
場
合
に
は
、
同
号
に
掲
げ
る

損
失
の
全
部 

２ 

一
般
社
団
法
人
は
、
補
償
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

当
該
補
償
契
約
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
費
用
等
を
補
償
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。 

一 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
通
常
要
す
る
費
用
の
額
を
超
え

る
部
分 

二 

当
該
一
般
社
団
法
人
が
前
項
第
二
号
の
損
害
を
賠
償
す
る
と
す
れ
ば

当
該
役
員
等
が
当
該
一
般
社
団
法
人
に
対
し
て
第
百
十
一
条
第
一
項
の

責
任
を
負
う
場
合
に
は
、
同
号
に
掲
げ
る
損
失
の
う
ち
当
該
責
任
に
係

る
部
分 

三 

役
員
等
が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
き
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
前
項
第
二
号
の
責
任
を
負
う
場
合
に
は
、
同
号
に
掲
げ

る
損
失
の
全
部 

３ 

補
償
契
約
に
基
づ
き
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
を
補
償
し
た
学
校

法
人
が
、
当
該
役
員
が
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
り
、

又
は
当
該
学
校
法
人
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
同
号
の
職
務
を
執
行
し
た

こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
当
該
役
員
に
対
し
、
補
償
し
た
金
額
に
相
当
す

る
金
銭
を
返
還
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

補
償
契
約
に
基
づ
き
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
を
補
償
し
た
一
般

社
団
法
人
が
、
当
該
役
員
等
が
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を

図
り
、
又
は
当
該
一
般
社
団
法
人
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
同
号
の
職
務

を
執
行
し
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
当
該
役
員
等
に
対
し
、
補
償
し
た

金
額
に
相
当
す
る
金
銭
を
返
還
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

学
校
法
人
に
お
い
て
は
、
補
償
契
約
に
基
づ
く
補
償
を
し
た
理
事
及
び

当
該
補
償
を
受
け
た
理
事
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
補
償
に
つ
い
て
の
重
要

な
事
実
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
お
い
て
は
、
補
償
契
約
に
基
づ
く
補
償

を
し
た
理
事
及
び
当
該
補
償
を
受
け
た
理
事
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
補
償

に
つ
い
て
の
重
要
な
事
実
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

私
立
学
校
法
第
四
十
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
四
条
第
一
項

５ 

第
八
十
四
条
第
一
項
、
第
九
十
二
条
第
二
項
、
第
百
十
一
条
第
三
項
及
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及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
、
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規

定
並
び
に
同
法
第
四
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
十
六
条
第
一

項
の
規
定
は
、
学
校
法
人
と
理
事
と
の
間
の
補
償
契
約
に
つ
い
て
は
、
適

用
し
な
い
。 

び
第
百
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
一
般
社
団
法
人
と
理
事
と
の
間
の
補

償
契
約
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

６ 

民
法
第
百
八
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
決
議
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
定

め
ら
れ
た
前
項
の
補
償
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

６ 

民
法
第
百
八
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
決
議
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
定

め
ら
れ
た
前
項
の
補
償
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
役
員
等
の
た
め
に
締
結
さ
れ
る
保
険
契
約
） 

第
百
十
八
条
の
三 

学
校
法
人
が
、
保
険
者
と
の
間
で
締
結
す
る
保
険
契
約

の
う
ち
役
員
が
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
責
任
を
負
う
こ
と
又
は
当
該
責

任
の
追
及
に
係
る
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
損

害
を
保
険
者
が
塡
補
す
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
役
員
を
被
保

険
者
と
す
る
も
の
（
当
該
保
険
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者

で
あ
る
役
員
の
職
務
の
執
行
の
適
正
性
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が

な
い
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
第
三
項
た
だ

し
書
に
お
い
て
「
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
」
と
い
う
。
）
の
内
容
の
決

定
を
す
る
に
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
役
員
等
の
た
め
に
締
結
さ
れ
る
保
険
契
約
） 

第
百
十
八
条
の
三 

一
般
社
団
法
人
が
、
保
険
者
と
の
間
で
締
結
す
る
保
険

契
約
の
う
ち
役
員
等
が
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
責
任
を
負
う
こ
と
又
は

当
該
責
任
の
追
及
に
係
る
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の

あ
る
損
害
を
保
険
者
が
塡
補
す
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
役
員

等
を
被
保
険
者
と
す
る
も
の
（
当
該
保
険
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り

被
保
険
者
で
あ
る
役
員
等
の
職
務
の
執
行
の
適
正
性
が
著
し
く
損
な
わ
れ

る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
第
三

項
た
だ
し
書
に
お
い
て
「
役
員
等
賠
償
責
任
保
険
契
約
」
と
い
う
。
）
の

内
容
の
決
定
を
す
る
に
は
、
社
員
総
会
（
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に

あ
っ
て
は
、
理
事
会
）
の
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

私
立
学
校
法
第
四
十
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
四
条
第
一
項

及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
並
び
に
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項

の
規
定
は
、
学
校
法
人
が
保
険
者
と
の
間
で
締
結
す
る
保
険
契
約
の
う
ち

役
員
が
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
責
任
を
負
う
こ
と
又
は
当
該
責
任
の
追

２ 
第
八
十
四
条
第
一
項
、
第
九
十
二
条
第
二
項
及
び
第
百
十
一
条
第
三
項

の
規
定
は
、
一
般
社
団
法
人
が
保
険
者
と
の
間
で
締
結
す
る
保
険
契
約
の

う
ち
役
員
等
が
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
責
任
を
負
う
こ
と
又
は
当
該
責

任
の
追
及
に
係
る
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
損
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及
に
係
る
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
損
害
を
保

険
者
が
塡
補
す
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
事
を
被
保
険
者
と

す
る
も
の
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

害
を
保
険
者
が
塡
補
す
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
事
を
被
保

険
者
と
す
る
も
の
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

３ 

民
法
第
百
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
保
険
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
契
約
が
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
で
あ
る

場
合
に
は
、
第
一
項
の
決
議
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
定
め
ら
れ
た
と
き
に

限
る
。 

３ 

民
法
第
百
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
保
険
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
契
約
が
役
員
等
賠
償
責
任
保
険
契
約
で
あ

る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
決
議
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
定
め
ら
れ
た
と
き

に
限
る
。 

 
 

 



私
立
学
校
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

私
立
学
校
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
文
部
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
責
任
の
一
部
免
除
に
係
る
報
酬
等
の
額
の
算
定

方
法
）

（
責
任
の
一
部
免
除
に
係
る
報
酬
等
の
額
の
算
定

方
法
）

第
三
条
の
三

法
第
四
十
四
条
の
五
（
法
第
六
十
四

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及

び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
準
用
一
般
社
団
・
財

団
法
人
法
」
と
い
う
。）第
百
十
三
条
第
一
項
第
二

号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
に

よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計

額
と
す
る
。

第
三
条
の
三

法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
（
法
第

六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団

法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次

条
に
お
い
て
「
準
用
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
」

と
い
う
。）第
百
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ

れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一
・
二

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
同
上
﹈

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以

下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

（
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
か
ら
除
外
す
る
保
険

契
約
）

第
三
条
の
五

準
用
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
第
百

十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

被
保
険
者
に
保
険
者
と
の
間
で
保
険
契
約
を

締
結
す
る
学
校
法
人
を
含
む
保
険
契
約
で
あ
つ

て
、
当
該
学
校
法
人
が
そ
の
業
務
に
関
連
し
第

三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う

こ
と
又
は
当
該
責
任
の
追
及
に
係
る
請
求
を
受

け
る
こ
と
に
よ
つ
て
当
該
学
校
法
人
に
生
ず
る

こ
と
の
あ
る
損
害
を
保
険
者
が
塡
補
す
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
る
も
の

令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
文
部
科
学
省
令
第
四
号

私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
四
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び

一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
百
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
私

立
学
校
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
二
月
三
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一



テキスト ボックス
別添４




二

役
員
が
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る

責
任
を
負
う
こ
と
又
は
当
該
責
任
の
追
及
に
係

る
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
当
該
役
員
に

生
ず
る
こ
と
の
あ
る
損
害
（
役
員
が
そ
の
職
務

上
の
義
務
に
違
反
し
若
し
く
は
職
務
を
怠
つ
た

こ
と
に
よ
つ
て
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償

す
る
責
任
を
負
う
こ
と
又
は
当
該
責
任
の
追
及

に
係
る
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
当
該
役

員
に
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
損
害
を
除
く
。）を
保

険
者
が
塡
補
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
さ

れ
る
も
の

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍

線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
十
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
三
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 第号官 報 



 
 

参考例                               別添５ 

事業報告書 

 

１．法人の概要 

(1)基本情報 

①法人の名称 

②主たる事務所の住所、電話番号、ＦＡＸ番号、ホームページアドレス等 

 

(2)建学の精神 

 

(3)学校法人の沿革 

 

(4)設置する学校・学部・学科等 

 

(5)学校・学部・学科等の学生数の状況         

(○○年５月１日現在) 

学校名 入学定員 入学者数 収容定員 現員数 

大学 ○○学部     

××学部     

短期大学 △△学科     

 

(6)収容定員充足率 

                  (毎年度５月１日現在) 

学校名 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 

大学      

短期大学      

 

(7)役員の概要 

・定員数、役員の氏名、就任年月日、常勤・非常勤の別、業務執行・非業務執行の別、

主な現職等 

・責任免除・責任限定契約、補償契約・役員賠償責任保険契約の状況 

 

(8)評議員の概要 

・定員数、評議員の氏名、就任年月日、主な現職等 

 

(9)教職員の概要 

・教職員の本務・兼務別の人数、平均年齢等 

 

(10)その他 

・系列校の状況 

 

２．事業の概要 

(1)主な教育・研究の概要 



 
 

・「卒業の認定に関する方針」、「教育課程の編成及び実施に関する方針」、「入学者の

受入れに関する方針」 

 

(2)中期的な計画（教学・人事・施設・財務等）及び事業計画の進捗・達成状況 

 

(3)その他 

 

３．財務の概要 

(1)決算の概要 

①貸借対照表関係 

ア)貸借対照表の状況と経年比較 

 

 

 

 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 

固定資産      

流動資産      

資産の部合計      

固定負債      

流動負債      

負債の部合計      

基本金      

繰越収支差額      

純資産の部合計      

負債及び純資産

の部合計 

     

 

イ)財務比率の経年比較 

・運用資産余裕比率、流動比率、総負債比率、前受金保有率、基本金比率、積立率

等 

 

②資金収支計算書関係 

ア)資金収支計算書の状況と経年比較 

 

 

 

収入の部   ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 

学生生徒等納付金収入      

手数料収入      

寄付金収入      

補助金収入      

資産売却収入      

付随事業・収益事業収入      



 
 

受取利息・配当金収入      

雑収入      

借入金等収入      

前受金収入      

その他の収入      

資金収入調整勘定      

前年度繰越支払資金      

収入の部合計      

 

支出の部 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 

人件費支出      

教育研究経費支出      

管理経費支出      

借入金等利息支出      

借入金等返済支出      

施設関係支出      

設備関係支出      

資産運用支出      

その他の支出      

資金支出調整勘定      

翌年度繰越支払資金      

支出の部合計      

 

イ)活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 

 

 

 

科 目 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 

教育活動による資金収支 

 教育活動資金収入計      

教育活動資金支出計      

差引      

調整勘定等      

教育活動資金収支差

額 

     

施設整備等活動による資金収支 

 施設整備等活動資金

収入計 

     

施設整備等活動資金

支出計 

     

差引      

調整勘定等      



 
 

施設整備等活動資金

収支差額 

     

小計（教育活動資金収

支差額＋施設整備等活

動資金収支差額） 

     

その他の活動による資金収支 

 その他の活動資金収

入計 

     

その他の活動資金支

出計 

     

差引      

調整勘定等      

その他の活動資金収

支差額 

     

支払資金の増減額（小

計＋その他の活動資金

収支差額） 

     

前年度繰越支払資金      

翌年度繰越支払資金      

 

ウ)財務比率の経年比較 

・教育活動資金収支差額比率 

 

③事業活動収支計算書関係 

ア)事業活動収支計算書の状況と経年比較 

 

 

 

科 目 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 

教
育
活
動
収
支 

事業活動収入の部 

学生生徒等納付金      

手数料      

寄付金      

経常費等補助金      

付随事業収入      

雑収入      

教育活動収入計      

事業活動支出の部 

人件費      

教育研究経費      

管理経費      

徴収不能額等      



 
 

教育活動支出計      

教育活動収支差額      

教
育
活
動
外
収
支 

事業活動収入の部 

受取利息・配当金      

その他の教育活動外収入      

教育活動外収入計      

事業活動支出の部 

借入金等利息      

その他の教育活動外支出      

教育活動外支出計      

教育活動外収支差額      

経常収支差額      

特
別
収
支 

事業活動収入の部      

資産売却差額      

その他の特別収入      

特別収入計      

事業活動支出の部      

資産処分差額      

その他の特別支出      

特別支出計      

特別収支差額      

基本金組入前当年度収支差額      

基本金組入額合計      

当年度収支差額      

前年度繰越収支差額      

基本金取崩額      

翌年度繰越収支差額      

（参考）      

事業活動収入計      

事業活動支出計      

 

イ)財務比率の経年比較 

・人件費比率、教育研究経費比率、管理経費比率、事業活動収支差額比率、学生生

徒等納付金比率、経常収支差額比率等 

 

(2)その他 

①有価証券の状況 

・種類、貸借対照表計上額、時価、差額等 

 

②借入金の状況 

・借入先、期末残高、利率、返済期限等 

 



 
 

③学校債の状況 

・発行年度、本年度末残高、利率、償還期限等 

④寄付金の状況 

 

⑤補助金の状況 

 

⑥収益事業の状況 

 

⑦関連当事者等との取引の状況 

ア)関連当事者 

・役員・法人等の名称、資本金又は出資金、事業内容又は職業、関係内容（役員の

兼任等・事業上の関係）、取引の内容等 

 

イ)出資会社 

・会社の名称、事業内容、資本金等、出資割合、取引の内容、役員の兼任・報酬の

有無等 

 

⑧学校法人間財務取引 

・学校法人名、取引の内容、取引金額等 

 

(3)経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策 

 



会社法改正に伴う私立学校法・私立学校法施行規則の改正（概要１）

令和元年会社法改正に合わせ、学校法人の役員についても「補償契約」「役員賠償責任保険契約」
の位置付けを明確化する改正が行われた（改正私立学校法第40条の５で準用する一般社団法人及び
一般財団法人に関する法律第118条の２・第118条の３）。

施行日 令和３年３月１日 ※会社法の一部を改正する法律（令和元年法律第70号）の施行の日

①補償契約

１．会社法整備法による私立学校法の改正について

②役員賠償責任保険契約

法人・役員間の契約で以下の費用を補償
防御のための弁護士費用等
損害賠償・和解による支出

契約内容を決定するには理事会の決議が必要

※利益相反行為の関連規定（第40条の５で準用する一般法人
法第84条第１項・第92条第２項、民法第108条等）は不適用

法人・保険会社間の保険契約で以下の損害を填補
防御のための弁護士費用等
損害賠償・和解による支出

学校法人

役員第三者
責任追及

補償
学校法人 保険会社

役員

保険金

第三者
責任追及

保険料

（被保険者）

（保険者）（保険契約者）

契約内容を決定するには理事会の決議が必要

※利益相反行為の関連規定（第40条の５で準用する一般法人
法第84条第１項・第92条第２項、民法第108条等）は不適用

（準用一般法人法第118条の２） （準用一般法人法第118条の３）



会社法改正に伴う私立学校法・私立学校法施行規則の改正（概要２）

会社法改正に伴う私立学校法の改正により、役員損害賠償責任保険契約の法的位置づけが明確化さ
れ、契約内容の決定には学校法人の理事会の決議を要することとされた（改正私立学校法第40条の
５で準用する一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第118条の３）。

改正私学法において、「契約締結により被保険者たる役員の職務執行の適正性が著しく損なわれる
おそれがない保険契約として文部科学省令で定めるもの」は、理事会決議手続の適用除外とされて
いるところ、適用除外となる保険契約の範囲を私立学校法施行規則に定めた（第３条の５）。

施行日 令和３年３月１日 ※会社法の一部を改正する法律（令和元年法律第70号）の施行の日

２．私立学校法施行規則の改正について

役員賠償責任保険契約のうち、理事会決議手続の適用除外とされる「契約締結により被保険者たる役員の職務執
行の適正性が著しく損なわれるおそれがない保険契約」として、以下の２つを定める。（第３条の５の新設）

主な改正の概要

① 法人が負う損害賠償責任について法人を被保
険者とする責任保険契約で、附帯して役員を
被保険者とするもののうち、法人の損害填補を
主たる目的とするもの

② 役員が個別に負う賠償責任について役員を被保険者とし
て法人が締結する責任保険契約のうち、役員の職務義
務違反に関連を有しない部分

例 企業総合賠償責任保険
生産物賠償責任保険
施設所有者責任保険

例 自動車損害保険、
海外旅行保険等の法人契約

学校法人 保険会社

役員

契約契約
学校法人

保険会社

役員第三者
職務義務違反以外
の要件で責任追及 契

約



会社法改正に伴う私立学校法・私立学校法施行規則の改正（留意事項）

３．「会社法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」及び
「私立学校法施行規則の一部を改正する省令」の施行について（令和３年２月３日付私学部長通知）

役員の責任の明確化に当たっては、役員の
職務執行の委縮を防ぐとともに、役員と学
校法人の利益相反や役員の任務懈怠の懸念
が生じないようにすること。

補償契約、役員賠償責任保険契約、責任限
定契約等を締結している場合は、内容等を
事業報告書に記載し、事業実績の一環とし
て評議員会に適切に報告すること。

①役員の責任の明確化及び事業報告書の取扱い ②補償契約又は役員賠償責任保険契約の内容の決定

③補償契約に基づく補償に係る報告についての
理事会議事録の取扱い

④役員賠償責任保険契約の保険料に係る税務上の取扱い

施行通知において、留意事項として以下の４項目をお示ししていますので、運用に当たって御留意をお
願いします。

理事会の決議によるべき場合は、新規に契約
を締結する場合のみならず、契約の変更や更
新についても、契約期間・対象者等の主たる
契約内容の変更を伴う場合が含まれること。

理事会による決定を、理事会から特定の理事
や常任理事会等に委ねることは想定されない
こと。

補償契約に基づき補償を実行した理事・補
償を受けた理事が当該補償について理事会
に報告した際に、述べられた意見・発言概
要を理事会の議事録に記載すること。

私立学校法の規律に適切に従って、学校法人が
役員賠償責任保険契約の保険料を負担した場合
には、当該保険料の負担は被保険者たる役員個
人への経済的利益の供与ではなく、当該役員個
人に対する給与課税を行う必要はないこと。



【参考１】学校法人の役員の責任に関する規定（まとめ）
学校法人の役員の主な責任（★…令和元年私学法改正により明確化）

善管注意義務と忠実義務
• 学校法人と役員の関係は、委任に関する規定に従う。（＝善管注意義務の明確化）[35条の2★]
• 理事は、法令及び寄附行為を遵守し、学校法人のため忠実にその職務を行わなければならない。 [40条の2]

役員の損害賠償責任（対・学校法人 及び 対・第三者）
• 役員が任務を怠ったとき(任務懈怠)は、学校法人に対し損害賠償責任を負う。 [44条の2★]
• 役員が職務執行上悪意又は重大な過失があったときは、第三者に対し損害賠償責任を負う。 [44条の3★]

損害賠償責任の免除（対・学校法人）【参考２】参照
（令和元年私学法改正）
役員に任務懈怠(悪意又は過失)があっても、学校法人におい
て、一定の手続の上、損害賠償責任を免除することができる。

総評議員による免除の同意
⇒ 全部免除［準用一般法人法112条］

評議員会の3分の2以上の決議、監事の同意
⇒ 一部免除［準用一般法人法113条］ 【参考３】参照
理事会の決議(寄附行為の定め、総評議員の1/10以上の異議なし)
⇒ 一部免除［準用一般法人法114条］

責任限定契約[非業務執行理事・監事]（寄附行為の定め）
⇒ 限定［準用一般法人法115条］ 【参考４】参照

役員賠償責任保険契約
（令和元年会社法改正に伴う私学法改正）
学校法人が保険者との間で締結する保険契約のうち、役員が
職務執行に関し負う責任等を補填するもののうち、役員を被保
険者とするもの（役員賠償責任保険契約）について規定。

締結の際は、学校法人の理事会の議決が必要 [44条の5]
本契約については、利益相反行為に当たらない [44条の5]

役員の職務執行の委縮を防ぐため、損害賠償責任の免除等の規定も併せて整備

学校法人 保険会社

役員

保険金

第三者
責任追及

保険料

（被保険者）

（保険者）（保険契約者）
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か

高
い
額
の
範
囲
内
で
損
害
賠
償
責

任
を
負
う
。

決
議
が
さ
れ
た
と
き

【参考２】 学校法人の役員の損害賠償責任 概要図（例）



違反すれば法人に対し損害
賠償

義務を負ったり、解任事由
となる

学
校
法
人
に
生
じ
た
損
害
（
免
除
前
の
損
害
賠
償
責
任
額
）

３
億
円

理
事
長

責
任
免
除
額
の
上
限

２
億
４
千
万
円

業
務
執
行
理
事
・
職
員
理
事

責
任
免
除
額
の
上
限

２
億
６
千
万
円

非
業
務
執
行
理
事
・
監
事

責
任
免
除
額
の
上
限

２
億
８
千
万
円

１千万円

１千万円

１千万円

１千万円

１千万円

１千万円 １千万円

１千万円

１千万円

１千万円

１千万円

１千万円

１千万円

6

【参考３】 学校法人の役員の損害賠償責任の免除 概要図（例）

役員報酬額

役員報酬額に基づく法令上の最低責任限度額・法令上の責任免除額の上限・免除後の責任額の関係
（損害３億円、報酬額１千万円の場合）

免除後の責
任額の範囲

３億円
～

６千万円

免除後の責
任額の範囲

３億円
～

４千万円

免除後の責
任額の範囲

３億円
～

２千万円

最低責任
限度額

６千万円

最低責任
限度額

４千万円
最低責任
限度額
２千万円



違反すれば法人に対し損害
賠償

義務を負ったり、解任事由
となる

7

寄
附
行
為
に
お
け
る
損
害
賠
償
責
任
の
最
低
額
の
規
定
＝
百
万
円
以
上

寄
附
行
為
で
「
損
害
賠
償
責
任
の
最
低

額
」
を
定
め
た
上
で
、
各
非
業
務
執
行
理
事

又
は
監
事
と
「
責
任
限
定
契
約
」
を
締
結
し

て
い
る
場
合
に
は
、
寄
附
行
為
上
の
最
低
責

任
額
の
範
囲
内
で
ி
ભ
଒
৒
ీ
৺
द
৒
ी
ञ

଻
શ
भ
ி
ભ
଒
২
પ
と
১
ഥ
঱
भ
ਈ
଩
ி
ભ

଒
২
પ
␟
૽
৩
ਾ
ີ
પ
भ
ڮ
೅
भ
પ
␠
と
を

比
較
し
て
ど
ち
ら
か
高
い
額
が
、
非
業
務
執

行
理
事
又
は
監
事
の
損
害
賠
償
責
任
の
限
度

額
と
な
る
。

寄
附
行
為
に
定
め
た

責
任
の
最
低
額
の
範

囲
内
で
個
別
の
責
任

限
定
契
約
で
定
め
た

損
害
賠
償
責
任
の
限

度
額
＝
５
百
万
円

（
例
１
）
役
員
報
酬
額
が
２
百
万
円
の
場
合

実
際
の
責
任
の
限
度
額
は
５
百
万
円

責
任
限
定
契
約
上
の
限
度
額
５
百
万
円

＜

法
令
上
の
最
低
責
任
限
度
額
４
百
万
円

（
例
２
）
役
員
報
酬
額
が
３
百
万
円
の
場
合

実
際
の
責
任
の
限
度
額
は
６
百
万
円

法
令
上
の
最
低
責
任
限
度
額
６
百
万
円

＜

責
任
限
定
契
約
上
の
限
度
額
５
百
万
円

２百万円

２百万円

３百万円

３百万円

【参考４】 非業務執行理事・監事の損害賠償責任限定契約等 概要図(例)

寄附行為上の責任最低額・責任限定契約上の個別の責任限度額・役員酬額に基づく法令上の最低責任限
度額・実際の責任限度の関係（最低額 百万円、契約上の限度額 ５百万円、報酬額２百万円又は３百万
円の場合）

最低責任
限度額

４百万円

最低責任
限度額

６百万円




